
都市建設環境常任委員会

説明資料

所管事務調査 上下水道事業に関する調査

（上下水道局土地取得から現在に
至るまでの経緯について）

令和4年1月25日(火)

上下水道局 総務課



上之屋地区（旧天久地区）の土地の経緯

明治44年
1911年

昭和8年
1933年

昭和19年
1944年

昭和22年
1947年

昭和27年
1952年

昭和29年
1954年

昭和30年
1955年

昭和36年
1961年

平成15年
2003年

平成18年
2006年

那覇市(当時：那覇区)の土地5筆、4,356坪を
保安林に編入(参考資料1)

保安林の一部解除

10・10空襲と沖縄戦により公図等焼失

昭和21年
1946年

土地所有権認定作業
・土地所有権関係資料収集に関する件(1946年 米国海軍軍政府)
・土地調査に関する件(1946年 沖縄諮詢会総務部)
・字区域変更及び改称方に関する件(1946年 沖縄諮詢会総務部)
・土地所有権証明(1950年 米国軍政府本部)

真和志村字天久に用地として、4,477坪を買収し、
浄水場を建設し水道事業を開始した
(参考資料2、参考資料3)

土地所有申請
書の提出(那覇
市⇒真和志村)

調査測量、地
図作成(真和志
村字土地所有
権委員会)

審査(中央土地
所有権委員会)

公告・縦覧(真
和志村)

土地所有権証
明書の交付
(真和志村)

昭和9年
1934年

泊浄水場が米国から返還される(参考資料4、参考資料5)

所有権保存登記
昭和30年登記 旧保安林 3筆
昭和36年登記 浄水場用地 4筆

旧保安林 1筆

⑦上之屋原295-5を分筆
⑦上之屋原295-5
⑨ 〃 295-7

浄水場用地拡張(交換)
⑩字天久東原221-1

昭和39年
1964年

昭和47年
1972年

浄水場用地拡張(買収)
⑪字天久東原219-2

昭和54年
1979年

国土調査による地籍確定(39,588.53㎡)

平成16年
2004年

都市再生機構による換地処分

土地所有権確認等請求事件
所在 那覇市字上之屋上之屋原
地番 201番
地目 原野
地籍 4,882㎡

提訴H15.12.9
判決H17.2.3
請求棄却

控訴H17.2.16
判決H18.5.30
控訴棄却

上告H18.6.9
判決H18.10.6
不受理

一連の行政手続き

[参考資料6]

真和志村字天久(合計4,356坪)

地番 地積 参考

1380 3畝28歩 118坪

1417 7畝14歩 224坪

1401 2反8畝24歩 864坪

1435 1町28歩 3,028坪

1434 4畝2歩 122坪

4,356坪

(出典：官報M44.7.15)
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②201

③295-1

④295-2

⑤295-3

⑥295-4

⑨295-7

⑧295-6
⑦295-5

⑪219-2 S47用地拡張(買収)

⑩221-1 S39用地拡張(交換)

➀191

S39分筆

浄水場用地

旧保安林

浄水場用地及び保安林の区画整理換地前の土地

平成16年都市再生機構による区画整理換地処分整理表

換地前の所在・地番 換地後の所在・地番

➀字上之屋泊後原191
上之屋一丁目12-1
おもろまち一丁目6-8

②字上之屋上之屋原201 おもろまち一丁目1-4

③ 〃 〃 295-1
おもろまち一丁目1-3
おもろまち一丁目6-7

④ 〃 〃 295-2

上之屋一丁目12-2

⑤ 〃 〃 295-3

⑥ 〃 〃 295-4

⑦ 〃 〃 295-5

⑧ 〃 〃 295-6

⑨ 〃 〃 295-7

⑩字天久東原221-1
おもろまち一丁目6-6

⑪字天久東原219-2

訴訟で判決済み
(那覇市勝訴)
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②201

③295-1

④295-2

⑤295-3

⑥295-4

⑨295-7

➀191

浄水場用地 (5,850坪)
③字上之屋上之屋原295-1
④ 〃 〃 295-2
⑤ 〃 〃 295-3
⑥ 〃 〃 295-4
⑩字天久東原221-1
⑪字天久東原219-2

(1) 昭和8年に水道事業を開始するに当たり、用地を買収して整備した土地
(2) その後、追加で用地買収した土地や等価交換によって、面積を増やした
(3) 昭和54年の国土調査によって面積が確定した。
(4) 10・10空襲と沖縄戦により公図等焼失
(5) これまで、係争はない

保安林 (6,128坪)
➀字上之屋泊後原191
②字上之屋上之屋原201
⑦ 〃 〃 295-5
⑧ 〃 〃 295-6
⑨ 〃 〃 295-7

(1) 明治44年の官報に那覇市所有の土地として記載があり、それ以前から、本市の土地で
あった

(2) 昭和9年の保安林解除調書にも那覇市所有の土地と記載があり、継続して所有していた。
(3) 1筆(201番地)について、係争があり、最高裁において結審(本市の土地)
(4) 土地所有申請書の保証人の署名が同一人物の筆跡と議会で質問が出たが、過去の資料
は無く、その後の一連の手続きを経て、本市の土地と認定されている

上之屋地区（旧天久地区）の土地の概説

◎土地(保安林)の所有権についての説明◎

そもそも、戦前（明治44年当時）から市有地である
本市が明治44年当時から当時の天久地区現在の上之屋地区に保安林（5筆、約4,300坪

余）を所有していたことを、国立公文書館に保管されてある、明治44年7月15日付の官報第
８４１９号により確認しており戦前から所有していた当該土地である。

戦後の土地所有権認定作業でも適正に土地所有権証明書が交付されている
土地所有権証明書は、申請書の書類審査のみで発行されたものではなく、1946年2月28日

付け米国海軍軍政府本部指令第121号の土地所有権関係資料収集に関する件及び1950年4月
14日付け米国軍政府本部特別布告第36号の土地所有権証明に基づき、沖縄本島全域におい
て、
(1) 現地での確認作業等の土地の所有権調査が行われ、
(2) 中央土地所有権認定証明委員会での審査、
(3) 住民への縦覧等を経て、
(4) 証明書に異議がないものを承認したうえで、

土地所有権証明書が交付されており、それら一連の行為全体としてみた場合、適正に処理
されたものと認識している。
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②201

③295-1

④295-2

⑤295-3

⑥295-4

⑨295-7

➀191

水道事業年表(昭和19年から昭和29年まで)

水 道 の あ ゆ み

昭和19年 10月・米軍の空襲により全施設破壊され、給水不能となる。

昭和20年 5月・泊浄水場、米軍に占領される。

昭和26年
5月・公共施設課を設置、簡易水道工事に着手
・泊浄水場の移管について米軍と交渉を開始
・簡易水道工事竣工、1.2.3.4.6 区の一部に給水開始 (１日 110㎥)

昭和27年

1月
7月
8月

10月

・米軍が１日20万ガロン(757㎥) を那覇市へ給水すると発表
・米国民政府から水道資材(2,700万Ｂ円相当) の交付通知を受ける。
・米軍配水管との連結工事竣工
・城岳に貯水タンク30,000ガロン(114㎥) を設置、米軍からの浄水分譲
を受ける。
・簡易水道の給水工事を再開
・水道料金改定( 定額制を用途別計量制に改める。)

昭和28年
3月
5月

12月

・水道料金改定（値下げ) 、船舶給水料金を制定
・泊浄水場の返還を前に上水道給水工事の申込み受付開始
・公共施設課を水道課に改める。

昭和29年

3月

4月

6月
7月
9月

・泊浄水場( 能力11,000㎥／日）及び関連施設が米国民政府から正式に
返還される。
・那覇市水道給水条例を施行、水道事業が復活
・水道料金改定( メートル法採用) 、浴場用を新設
・水道給水工事指定店制度を導入、５社を指定
・水道料金改定(39%の値下げ実施、量水器使用料を新設)
・首里配水池（容量５万ガロン 189㎥）完成
・松川ポンプ場 (能力 2,400㎥／日）完成

出典：令和3年度 上下水道局事業概要
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②201

③295-1

④295-2

⑤295-3

⑥295-4

⑨295-7

➀191

判決主文
本件控訴を棄却する。

裁判所の判断
福岡高等裁判所(那覇支部民事部)は、控訴人(原告)の請求は理由がないもの

と判断する。

判断の理由
(裁判所に提出された)本件全証拠によっても、Ａないし控訴人の祖父が本件

土地を所有していたこと、及び、控訴人の母及び控訴人が本件土地の贈与を受
けたことを認めることができない。

訴訟経過に照らせば、控訴人提出の各証の上記各号証の信用性には多大な疑
問が生じるところであるが、(事実認定のために)摘示した各号証は個々に検討
しても信用できない。

控訴人の祖父の跡取りとして、沖縄に戻った控訴人が本件土地の所有権申請
をせず(他の3筆についても所有権申請をした様子はない。)、被控訴人(那覇
市)が本件土地について所有権申請したことに対して本件訴訟を提起するまで
異議を述べていないことは、所有権者の態度として理解できない。

全証拠によっても、控訴人の祖父が大正14年ころから本件土地を占有したこ
と、控訴人の祖父が昭和10年ころ本件土地を占有していたこと、控訴人の母が
昭和20年ころ本件土地を占有していたことを認めることはできない。

判決の要旨(高等裁判所)
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新都心地区に那覇市(上下水道局)が所有している土地

おもろまち一丁目

上之屋一丁目
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第 7章 布設工事の施工及竣工

…1.注lfr,響て

送水管300%埋設工事 (昭和 7年 11月 )

送水管路用地は総面積2,o34坪 (6,724m2)で、幅員僅か 1間 (1.82m)でぁるが、関係

地主はいずれも誠意をもって示談買収に応じた。

6.浄水場の建設

那覇市の北東、真和志村字天久に用地として4,4胃坪 (14,801m2)を 買収 し、その丘地

が標高145尺 (43,94m)で ぁったのを標高123.2尺 (37.33m)と 114,4尺 (34.66m)の 2

段に切土し、ろ過池と配水池を築造することとした。地質は全部第二紀層 (ク チャ)であ

り、工事は特別な困難もなく、予定の工程通 り運び、1,303坪 (4,308mι )の切土分を南北両

側に埋土し、全面上羽打とした。

「ろ過池導流濤」

ろ過池の東側に導流溝を設け、場内において送水管を分岐して一つは導流濤へ、他の一

つはろ過池へ直送できる装置とした。当初の計画では、ろ過池のみ築造する計画であった

が、降雨時の濁度増大を考慮して、導流濤を設けることにした。その構造は、溝の大きさ

58
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那 覇 市 水 道 50年 史

昭和58年 12月 15日  発行

編集。発行 那 覇 市 水 道 局
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資料編

那 覇 市 水 道 誌 か ら の 資 料

創設水道敷設予算

当初予算

敷設予算 として市会に提出可決された議案

第31号 自昭和 3年度至昭和 6年度特別会計水

道敷設事業費継続年期及支出方法は左の通 り

である。

(収入 )

(支 出)

1.金 85万3,950円

内 訳

金 37万 2,091円

金 20万 4,650円

金 18万 4,285円

金 9万 2,924円

△収支計算書

昭和 3年度支出額

昭和 4年度支出額

昭和 5年度支出額

昭和 6年度支出額

科   目 R召  不日

3年度

同

4年度

同

5年度

同

6年度
計

説 明

款 項 種  目 金  額 附  言こ

1補助金 1,000 1,000 1,000 1,000 4,000

1目助辱 1,000 1,000 1,000 1,000 4,000

1鼎助蜃 4 000 国庫箱助金 183,750円
ノ内

2市 債 870,000 200,000 180,000 70,000 820,000

1市 l責 870,000 200,000 180,000 70,000 820,000

1市 債 820,000

3使用料 21,306 21,306

1使用料 21,306 21,306

1溢用毒 21 306

4雑収入 1,091 3,650 3,285 618 8,644

1雑収入 1,091 3,650 3,285 618 8,644

1賓昂民 300

2雑 収 8,344

合   計 872,091 204,650 184,285 92,924 853,950

科   目 日召  不日

3年度

同

4年度

同

5年度

同

6年度
予ト

説 明

款 項 種  目 金  額 附  記

1敷設費 364 944 169 096 138.389 43 530 715 909

1給 料 2 320 13,920 13,920 3,480 33,640

1技師給 10,150 年俸平均 2,100円 2人
2年 5ヶ 月分

2書記給 4 640 月俸平均80円 2人 29ヶ
月分

3技手給 9 280 月
月

俸平均80円 4人 29ヶ
分

4雇員給 9,570 月俸平均55円 6人 29ヶ
月分

389
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853,95092 924184 285204 650372,091合 計

19,0915,1145,3864,7743,8171予備費

19,0915,1145,3864,7743,8173予備費

昭和 3年度債お貝
円二対スル利子
同 4年度償額
円二対スル利子
同 5年度償額
円二対スル利子
同 6年度債熔責
円二対スル利子
年不1率 5分 4F里

2ヶ 月分
570,000

750,000118,9501享横利

118,95044,28040,56030,7803,3801市イ貴費

l18,95044,28040,56030,7803,3302市債費

同15,80012用 地費

同1 200■試験費

同75010謎 轟
製

同1 5009運搬費

同1,5008動力費

同3,3907電話費

同15,400
就

6

同16,4845建物費

同447,3234水管費

同98,1868慧水場
同47,4752睡懸

プ
別記明細書ノ通4,6091水源費

648,61735,991111,389142,097359,1404工事費

月平均80円 29ヶ 月分2328雑 費

月平均 4円 29ヶ 月分1167′蕉燈費

鷺エエ夫便】綸仕 8人分1人

二付月平均2H20ィ 月分4646被服費

各種印刷5005印刷費

宿直賄料
4人 880日

1日 平均25銭
分8804賄  費

電信、電話料、郵使ホl等4503韓堰
‐選

諸用紙、筆墨、薪炭等1,0002襲耗品
机、椅子、書亀柱等1,2001備品費

4,8423611,4391,4891,5533需用費

年平均120円 2年 5ヶ 月分2907雪傷手
1人平均 100円 8人分8006乙与懸

雇員以上給料額 ノ 2害‖

使丁給仕同 1割 5分
業務者     290円

7,2275賞 与

月平均24円 2人 29ヶ 月分1,392「
子イ士 ,

4 4

月平均 180円 29ヶ 月分5,2203旅 費

顧問報酬年 2,000円

嘱託報酬年  600円
各 2年 5ヶ 月分

6,2832報 酬

霧寧藍青第曲発牟刊琴7,5981手 当

28,8103,69811 59111 5901,9312雑 給
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右の支出第一款敷設費中の第 4項工事費予算の明細書は左の通 りである。

1.水源費

資料編

種 単 位 数 量 単価(円 ) 金額 (円 ) 橘  要

(1)第 1水源費(オ ーグムヤー川 ) 540.050

掘 墾 工 立  坪 25 50,000 125,000 石横混凝土取毀

雑 混 凝 土 工 同 1.0 87.300

混 凝 土 工 (乙 ) 同 1 5 116.900 175,350

水 F弓 費 80.000

木 本lI 工 間 27 12.000 32 400

工 夫 給 人 160 2.500 40.000

(2)第 2水源費 (新里川 ) 300.810

掘 盤 工 立  坪 2.2 6.000 13.200

イ昆 凝 土 工 (甲 ) 同 0.12 130.500 15.660

混  凝  土  工 乙 ) 同 0.58 116.900 67.802

煉 瓦 エ 枚 1,380 十枚二付58.600 80 868

鉄 筋 工 英  噸 0 07 184.000 12.880

木 本〕; 工 間 67 12 000 80,400

工 夫 給 人 120 2.500 30 000

(働 第 3水源費 (ヤマジャ川 ) 162.065

掘 撃 工 立  坪 50 6 000 30.000

埋 戻 工 同 4.5 2 500 11 250

混 凝 土 工 (甲 ) 同 021 130 500 27.405

同 (乙 ) 同 01 116.900 11 690

鉄 筋 工 英  '頃 0 08 184.000 14,720

木 本l片 工 間 3.5 12.000 42 000

工 夫 給 人 100 2.500 25 000

に)第 4水源費 (ア ラナギ川 ) 131.970

掘 墾 工 立  坪 07 15.000 10.500

混 凝 土 工 (甲 ) 同 0 54 130.500 70.470

木 本刃け エ 間 30 12 000 36.000

工 夫 給 人 60 2.500 15 000

(耐 第 5水源費 (真境名川 ) 56.575

混 凝 土 工 甲 ) 立 坪 015 130.500 19.575

鉄 本オ 貫 8.0 500 4.000

鉄 工 給 人 30 2 000 6 000

石 工 給 人 6.0 2.000 12.000

工 夫 給 人 60 2.500 15 000

(61第 6水源費 (大山川小 ) 537.037

掘 墾 工 立 坪 8.5 6.000 51.000

埋 戻 工 同 57 2.500 14 250

混 凝 土 工 (甲 || 同 0.3 130.500 39.150

同 乙 0.45 116.900 52.605

煉 瓦 工 枚 21720 十枚二付58.600 159,392

鉄 筋 工 英  噸 0 16 184.000 29.440

木 本】オ 工 間 3.6 12.000 43.200

石 垣 工 面 坪 30 36.000 108,000

工 夫 給 人 16 0 2.500 40,000
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15,400,000合 計

300.0004多 繕 費

7.電話費

8.動力費

9.運搬費

10,測量製図費

11.試験費

12.用 地費

3,390,000合 計

300.000私 設 電 話 維 持 費

450.0001ヶ 所公 衆 電 話 架 設 費

120.00040.0003イ固電 話 機

2,520.000600.0004.2哩電 話 線

摘  要金額 (円 )単価 (円 )員 数単 位種

1,500,000合 計

300.000取 付 費 及 雑 品 代

1,200.00020.00060 0石石 ユ由

摘  要金額(円 )単価 (円 )員 数単 位種

1,500,000合 計

166.600其 他 材 料 運 搬 費

144,000400360.0同鉄 筋 混 凝 土 管 運 搬 費

149.400300398 0同弁 類 運 搬 費

1,040.0005002,080.0英 'ウ良鉄 管 運 搬 費

摘  要金額 (円 )単価 (円 )員 数単 位種

750,000合 計

450,000900500,0人同 人 夫

300 000測 量 製 図 用 品

摘  要金額(円 )単価 (円 )員 数単 位種 】U

1,200.000合 計

30.0000301,000.0俵磁 藻 土 同

160.0000503,200 0構セ メ ン 卜同

34,000制  水  弁  其  他同

144,000400360.0同鉄  筋 混  凝  土  管同

832 0004002,080,0英 ‖t負鉄 管 試 験 費

摘  要金額 (円 )単価 (円 )員 数単 位種 男U

15,800,000合 計

200 000地 上 物 件 其 他 補 償 金

1,200 0001508,000同借 地 料

14,400,0001.20012,000坪水 源地、浄水 地 及 線 路 用地

摘  要金額 (円 )単価 (円 )員 数単 位種
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シーツ年政官、 1ド ル対 120円 の為替

レー ト改定 を発表

水飢饉 (井 戸に も錠 )

みなと村、子ll;覇 市に合併

4 ・ 12

8・ 1

7月 ～9月

上、下水道の率備 を含む都市計画案を那朝市議

会で可決

那覇市議会、安里給水所の譲渡を知事 と軍政官

ヘト吏1吉

8・ 1

10・  4

昭和25年

(1950)

市庁合開南から牧志町 (現 グランドオ

リオン)に 移転

那覇市場、市営となる

米民政府、知念から那覇へ杉転

那覇市長に当間重民氏 (13代 )当 選

4・ 1

7 ・25

11・ 21

4 ,10日召希日24年

(1949)

新選挙法による第1回市町村長選挙実施

那覇市長に仲本為美氏 (12代 )当 選

通貨切誉 (新 日円を⊆Ett B円 に )

市庁合開南に移転

2

7

11

1

16

21

一般会計で、井戸設イ商補助費として 8,000円を

計上 (1948年 度)8,000円 を支出

日召不日23年

(1948)

市庁合牧志公設市場敷地に移転

みなと村が設置され、村長に国場幸太

郎氏が任命される

民政府公首バス、全鳥 7路線で運行開始

1

5

8 ・ 18

一般会計で井戸設備補助費 8,000円 を計上 (19

47年 度)内 7,400円 を支出

日召千日22年

(1947)

糸満地区管区として壺屋区役所設置

壺屋区は那覇市に昇格、那覇市長に当

間重阿J氏 (10代 )が任命される

年政府「沖縄民政府」創立の指令を公布

通貨を新円に交換、米軍発行の B円 と

ともに法定通貨となる

東恩納寛仁氏(11代 )市 長に任命される

本土からの疎開引揚第1陣、久場崎に入港

日本との郵便物取扱いが開始される

4

4

7

8

9

1・ 3

4・ 4

22

28

1

17

10

昭和21年

(1946)

島田叡氏知事に就任

那覇市役所、真和志村安里の民家に杉

転その後情勢の悪化で全吏員に解散を

命す

米軍沖縄本鳥へ_L陸

米軍天久高台地区占領

米年、小禄飛行場占領 (現那覇空港 )

ひめゆり部隊伊原の壕内で白決

牛島軍指令官、長参謀長、摩文仁で自決

大本営、沖縄戦の終了を発表

日本政府ポツグズ寅言を受諾 (終戦 )

沖縄16地区で一斉に戦後初の市議選を

実施

1

2

4

5

6

6

6

6

8

9

12

15

1

19

6

19

22

22

15

20

泊浄水場、米軍に ,≒ 領される5

日召オロ20年

(1945)

九州、台湾へ疎開始まる

学童疎開れ合対鳥丸、悪石島近海で撃沈

され学童 700人 を含む 1,500人死亡

米機動部隊による大空襲、 (い わヤ')る

10,10空 襲 )

那常月市役所、県庁数地隣 りの工業指導

所跡で事務を再開

那覇市役所本部を牧志町に移転、一部

を主屋に移転

22

7

8

10, 10

10

11

本市の水道施設、米軍の空襲により破壊され給

水不會ヒとなる

0・ 10(1944)

刃「覇市及び一般事項月 日那覇市水道事業関係事項月 日年
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年 月 日 那覇市水道事業関係事項 月 日́ 那覇市及び工般事項

11

12

4

31

沖縄 lll rち知事に平良辰雄氏就任

東田T李域が開放 される
日召不日26牢

(1951)

3

5

5

5

6

10

25

31

10

都市計画課において簡易水道の水源地を調査

泊浄水場の移管について軍と交渉を開始

那覇市簡易水道使用条例を制定

那覇市部課設置条例により公共施設課を設置、

課長に亀島入徳氏就任

首里の湧水を水源とする簡易水道工事に着手

那覇市簡易水道工事竣工、12346区 の 1部

に給水を開始 (1日 110m])

1

3

4

4

6

6

2G

1

1

25

美栄橋町の 1部が開放される

若狭町、辻町が開放される

琉球臨時中央政府創立式典、主席に比

嘉秀平氏就任

土地所有権証明書を交付

松山、久米町の 1部開放される

日召千□27年

(1952)

8

8

1 ,11

7 ・ 18

12

18

30

110

米軍が 1日 20万 ガロン (757m])を 那覇市へ給

水すると発表

米民政府 から水道工事資材(2,700万 B円相当)

の交付通知を受ける

米軍配水管からの連結工事竣工

城岳に貯水タンク (30,000ガ ロン)を 設置米軍

からの浄水分譲を受ける

簡易水道の給水工事を再開

水道料金改定(定額制を用途別計量制に改める)

1

2

3

4

4

8

18

7

28

1

28

13

那覇市の人口 5万 5千 人を突破

当間重民市長急逝

那覇市長に又吉康和氏 (14代 )当選

琉球政府創立式典

日米講和条約発効(沖縄と本上の分離 )

日本政府、洲
`覇

に南方連絡事務所設置

日目不日28年

(1953)

3・ 1

5 ・ 15

9 。30

12 ・ 16

5

6

8

3C

30

12 ・ 21

水道料令改定 (値下げ)船舶給水料金を制定

泊浄水場の返選を前に上水道給水工事の申込受

付を開始

市庁合の移転に伴って天妃へ移転

第 1次水道事業債 (配水管整備費15,220,000B

円)借入れ

那覇市簡易水道給水工事補助取扱規則を制定、

普及の促進を図る

上水道第 1期配水管布設工事竣工

公共施設課を水道課に改める、課長に亀島入徳

氏就任

泊浄水場及関連施設の譲渡式挙行される

5 ・26

5 ,30

9 ・ 22

10・  1

11 ・ 9

12・ 24

ペルリ提督来 rう 100年祭

市庁合天妃小学校に移転

又吉康和市長逝去

真和志村が市に昇格

那覇市長に当間重剛氏 (15代 )当選

奄美大島返還、日米協定調印

(25日 返還 )

日召不日29年

(1954)

1

8

4

4

6

7

9

9

25

30

1

1

牧志街道配管工事竣工

泊浄水場及び関連施設が正式に譲渡される (能

力11,000mt/日 )

那覇市水道給水条例が施行され、水道事業が復活

水道料令改定 (メ ー トル法実施、浴場用新設 )

給水工事指定店制度を導入、 5社 を指定

水道料金改定 (39%の 値下げ実施、量水器使用

料新設 )

首里配水タンク容呈 5万ガロン(189m8)完成

松川ポンプ場 (能力8,400 md/日 )完成

1 ・ 19

8,1
9・ 1

10・ 26

11 , 12

全島で蒙雨、三和村付近で雹(ひ ょう)

降る89年ぶ り

泊港が開港式

首里市、小禄村を編入合併

牧志街道拡張工事竣工 12/5開通式

泊南岸埋立工事竣工

日召不日30年

(1955)

3 ・10

5

7

30

1

給水普及を図るため、給水工事費を800栓に限

り、大幅補助

楚辺配水タンク (容量95m8)完成

水道課長に東江誠忠氏就任

2

6

7

28

16

26

1 ・ 19 泊南岸埋立地に元垣花町住民 120戸 を

割当

又吉道路竣エ
戦災復興土地区画整理事業始まる

松下町解放される

日召和31年

(1956)

4

7

28

1

水道課庁舎落成(木造平家1066坪 )市役所構内

水道料金改定 (営業用の超過料令を段 F皆 別に改

9,8 台風エマ来襲最大風速69mで戦後最大

(宍屋令半壊600余棟 )

資料編
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